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第１７回日本赤十字放射線技師会近畿ブロック活動報告 

長浜赤十字病院 放射線科部 

課長 川嶌  剛 

 

「第１７回日本赤十字放射線技師会近畿ブ

ロック研修会」が、平成２１年２月２８日（土）

３月１日（日）の２日間にわたって長浜赤十字

病院が担当して開催しました。 

近畿ブロックの１３病院から７２名の会員

の参加者がありました。 

今回は日本赤十字放射線技師会の益井 謙

会長に講演をお願い致しました。「日本赤十字

放射線技師会活動のキーワード」という演題で、

益井会長が改革を目指しておられる日本赤十

字放射線技師会の方向性や具体的な考え方等

を熱っぽく、いろいろな言葉で語って頂きまし

た。そして、今回のような会員が主体となって

の地区活動の重要さを示唆されました。 

特別講演には日本で唯一のバイオ系単科大

学の長浜バイオ大学の伊藤正恵教授に「新型イ

ンフルエンザ、トリウイルスからヒトウイルス

へ」と、実にタイムリーな演題で講演して頂き

ました。 

この研修会は近畿地区の赤十字病院の会員

が直接顔を合わせる会ですので、学術研修だけ

でなく、各施設の意見交換会を設定しました。

これは従来の施設代表者会議でなく、出席会員

全員での意見や情報を交換が出来る場として

考えました。（前回の高槻赤十字病院様が企画

実施され好評でした）予め、聞きたい、取り上

げて欲しい等のテーマを募り、当日の資料にア

ンケート結果を添付しました。身近なテーマが

多くあり時間が足りないぐらいでした。夕方の

懇親会にも、この熱気が持続していて大いに盛

り上がりました。 

会員学術発表には９施設から１０題の演題

の応募があり、演者は入職１０年未満の若手技

師の方々がはつらつとして発表されていて、こ

の研修会が若手育成の場と成りつつあるのが

実感できました。 

次回は神戸赤十字病院の当番で開催されま

す。 



今回の日程は以下のように進行しました。 

◎会場は１日目：長浜バイオ大学 命江館 （滋賀県長浜市田村町 1266）   

    ２日目：長浜ロイヤルホテル   （長浜市大島町３８） 

◎１日目（長浜バイオ大学・長浜ロイヤルホテル）        

13:30 長浜バイオ大学内の講義室にて受付開始 

14:00 開会                         

   14:05 日本赤十字放射線技師会会長講演  

「日本赤十字放射線技師会活動のキーワード」     益井 謙 会長 

14:35 特別講演 

「新型インフルエンザ、トリウイルスからヒトウイルスへ」 

長浜バイオ大学   伊藤 正恵教授 

   16:00 近畿地区病院の意見交換会（予めアンケートを取りテーマを例示した） 

・ 一般撮影：撮影法が統一されているのか？マニュアルの有無は？ 

・ フイルムレスに対しての問題点：検討してみてどうだった？運用してみてど

うだった？設備、人員、データの保存の仕方、検像の方法 

・ 画像データの運用を知りたい：誰が、どの時間に、依頼はどのように、ウイ

ルスチェックは 

・ 患者さんとのトラブルの事例（コードホワイト）及び対応策 

・ 各モダリティーのローテーション体制は？ 

・ 毎日の配置は誰が作るのか？当日の配置表は有りますか？ 

・ 当日直時のアンギオ対応、ＭＲ対応、ＲＩ対応ＯＮ-ＣＡＬＬ体制をとって

いるか？拘束体制をとっているか？ 

・ 年休は希望通り取れるか？複数重なった時の対応は？ 

・ 突発的な休暇者が突発的な休暇者が出たときの対応は？ 

・ 産休、育休の助勤者の補充は？ 

17:40 終了      (バイオ大学での行事はこれで終了)     

18:30 長浜ロイヤルホテルにて懇親会      

    来賓挨拶            長浜赤十字病院 院長 濱上 洋先生 

                 浜赤十字病院放射線科 部長 楠井 隆先生 

    会長挨拶及び乾杯    日本赤十字放射線技師会 会長 益井 謙 様 

    業務連絡 （食事をしながら）    近畿ブロック理事 井澤 秀恭様 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎２日目（長浜ロイヤルホテル） 

09:00 会員学術発表                     

   ① 「FPD 搭載デジタル X 線テレビ装置の導入」     

         姫路赤十字病院  畑中 宏基 

     ② 「当院での乳房 X 線装置使用時における撮影モードの検討」 

 大阪赤十字病院  嶋田 祐子 



     ③ 「当院のフィルムレス運用開始報告」 

高槻赤十字病院  松下あゆみ 

 

     ④ 「血管造影 X 線診断装置 Allura Xper FD20 の使用経験」 

京都第１赤十字病院  藤川  守 

     ⑤ 「急性虫垂炎の CT」 

日本赤十字社 和歌山医療センター  山崎 正樹 

     ⑥ 「ガントリー傾斜ヘリカルスキャンの物理的特性評価」 

大阪赤十字病院  山本 真一 

     ⑦ 「頭部領域における軌道同期サブトラクション CT の使用報告」 

長浜赤十字病院  岩島 基樹 

     ⑧ 「VBAマクロを用いた MU 値独立検証シートの開発と有用性について」 

神戸赤十字病院  岡田  亘 

     ⑨ 「IMRT における線量検証の検討」 

大津赤十字病院  鈴木 敬俊 

     ⑩ 「当院の当直時間帯における MRI 検査の対応と現状」 

    京都第二赤十字病院  松山 良太 

   12:00 ランチョンセミナー 

  「３ＤＣＴとチーム医療」 長浜赤十字病院放射線科 部長  楠井 隆先生  

13:00 解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


